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1. 平成28年3月期第1四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 11,492 7.0 1,303 13.1 1,380 18.7 972 23.2
27年3月期第1四半期 10,743 4.8 1,152 7.4 1,163 3.2 789 1.3

（注）包括利益 28年3月期第1四半期 1,070百万円 （46.4％） 27年3月期第1四半期 731百万円 （△25.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 17.28 ―
27年3月期第1四半期 14.03 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第1四半期 42,461 34,170 79.9 603.05
27年3月期 41,004 33,685 81.6 594.34
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 33,935百万円 27年3月期 33,445百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― 6.00 ― 10.00 16.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 9.00 ― 9.00 18.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,000 6.6 4,800 8.7 4,800 0.5 3,300 4.8 58.64



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 56,457,898 株 27年3月期 56,457,898 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 184,182 株 27年3月期 184,110 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 56,273,739 株 27年3月期1Q 56,274,526 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国においては個人消費を中心に緩やかに拡大いたしました。

一方、欧州においては緩やかな景気回復基調に転じているものの、下振れ懸念は払拭されない状況の中で推移いた

しました。また、中国及び新興国においては、成長スピードが鈍化し、世界経済全体では先行き不透明な状況で推

移いたしました。 

 わが国経済においては、企業収益や雇用情勢の改善などにより、総じて緩やかな回復基調の中で推移いたしまし

た。 

 このような状況下、当社グループは、国内においては、緩やかな景気回復を受け、主要顧客先であるＩＴ関連業

種（半導体・液晶、自動組立機械）向けや自動車関連業種向けが好調に推移し、国内売上高は6,508百万円（前年同

期比10.6％増）となりました。一方、海外においては、中国でのスマートフォン製造設備関連向けの需要が鈍化い

たしましたが、その他地域の売上高が伸長し、海外売上高は4,984百万円（同2.6％増）となりました。 

 以上の結果、売上高は11,492百万円（同7.0％増）、営業利益は1,303百万円（同13.1％増）、経常利益は1,380百

万円（同18.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は972百万円（同23.2％増）となりました。 

 

セグメント別の状況 

・センシングコントロール事業（ＦＡ用センサ、ＰＬＣ、プログラマブル表示器等） 

 国内においては、ＦＡ用センサがＩＴ関連業種向けや自動車関連業種向けに売上高が増加いたしました。一方、

海外においては、中国での売上高が減速いたしましたが、その他地域の売上高が伸長し、前年並みで推移いたしま

した。その結果、センシングコントロール事業の売上高は7,274百万円（同5.9％増）、セグメント利益は1,540百

万円（同10.2％増）となりました。

 

・プロセッシング機器事業（レーザマーカ、画像処理機、紫外線硬化装置等） 

 国内においては、レーザマーカが自動車関連業種向けを中心に堅調に推移したほか、紫外線硬化装置も大口件名

が寄与し、増加いたしました。一方、海外においては、中国でのスマートフォン製造設備向けの売上高が減少いた

しましたが、自動車関連業種向けにレーザマーカの売上高が伸長しました。その結果、プロセッシング機器事業の

売上高は2,391百万円（同3.3％増）、セグメント利益は173百万円（同11.2％減）となりました。

 

・Ｅｃｏ・カスタム事業（エコ関連商品、カスタム部品、カスタム商品等） 

 エコ関連商品においては、無線環境センサなど新商品が貢献し、また、カスタム部品・カスタム商品においては

大口件名の売上高が回復いたしました。その結果、Eco・カスタム事業の売上高は1,826百万円（同17.0％増）、セ

グメント利益は23百万円（同788.1％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

   当第１四半期連結会計期間末における総資産は42,461百万円となり前連結会計年度末に比べ1,457百万円の増加と

なりました。この主な要因は下記のとおりであります。

  （流動資産）

   当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は前連結会計年度末に比べ726百万円増加し、29,629百万円

となりました。主な内容はたな卸資産が646百万円増加したことによるものです。

 （固定資産）

   当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は前連結会計年度末に比べ731百万円増加し、12,832百万円

となりました。主な内容は有形固定資産が801百万円増加したことによるものです。

 （流動負債）

  当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は前連結会計年度末に比べ1,059百万円増加し、6,936百万

円となりました。主な内容は買掛金が832百万円増加したことによるものです。

 （固定負債）

  当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は前連結会計年度末に比べ87百万円減少し、1,354百万円と

なりました。主な内容は退職給付に係る負債が87百万円減少したことによるものです。

 （純資産）

  当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は前連結会計年度末に比べ485百万円増加し、34,170百万円と

なりました。主な内容は親会社に帰属する四半期純利益972百万円による増加と、配当金の支払562百万円の減少等

によります。
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  当第１四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況

   当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、以下に記載のキャッシュ・フローにより11,436百万

円となり、前連結会計年度末に比べ37百万円減少いたしました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益1,435百万円、仕入債務の増加による資金の増

加821百万円を計上する一方、たな卸資産の増加による資金の減少618百万円等がありました。この結果、営業活動

によるキャッシュ・フローは1,516百万円となり前年同四半期に比べ418百万円収入が増加いたしました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出1,091百万円等により1,108百万円の支出

となり前年同四半期に比べ708百万円支出が増加いたしました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額573百万円等により573百万円の支出となり、前年同四半

期に比べ172百万円支出が増加いたしました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年４月27日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間

及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,689 6,009 

受取手形及び売掛金 4,455 4,649 

商品及び製品 2,342 2,394 

仕掛品 603 665 

原材料及び貯蔵品 2,500 3,032 

預け金 11,784 11,426 

その他 1,536 1,457 

貸倒引当金 △9 △6 

流動資産合計 28,903 29,629 

固定資産    

有形固定資産    

土地 3,827 3,827 

その他（純額） 6,671 7,472 

有形固定資産合計 10,499 11,300 

無形固定資産 952 942 

投資その他の資産 649 590 

固定資産合計 12,101 12,832 

資産合計 41,004 42,461 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,620 3,452 

未払金 1,127 1,089 

未払費用 639 1,401 

未払法人税等 573 234 

賞与引当金 843 606 

その他 72 152 

流動負債合計 5,877 6,936 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,406 1,319 

その他 34 34 

固定負債合計 1,441 1,354 

負債合計 7,319 8,290 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,155 3,155 

資本剰余金 10,534 10,534 

利益剰余金 18,370 18,780 

自己株式 △64 △64 

株主資本合計 31,995 32,405 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 64 34 

為替換算調整勘定 1,407 1,535 

退職給付に係る調整累計額 △22 △40 

その他の包括利益累計額合計 1,449 1,529 

非支配株主持分 239 235 

純資産合計 33,685 34,170 

負債純資産合計 41,004 42,461 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 10,743 11,492 

売上原価 7,397 7,963 

売上総利益 3,345 3,528 

販売費及び一般管理費 2,193 2,225 

営業利益 1,152 1,303 

営業外収益    

受取利息 19 29 

受取配当金 1 2 

受取地代家賃 8 8 

為替差益 － 34 

その他 5 4 

営業外収益合計 35 79 

営業外費用    

為替差損 22 － 

不動産賃貸費用 1 1 

その他 0 0 

営業外費用合計 24 1 

経常利益 1,163 1,380 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 64 

固定資産売却益 0 － 

特別利益合計 0 64 

特別損失    

固定資産除却損 2 9 

特別損失合計 2 9 

税金等調整前四半期純利益 1,161 1,435 

法人税、住民税及び事業税 333 339 

法人税等調整額 31 115 

法人税等合計 364 454 

四半期純利益 796 980 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 789 972 

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 8 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1 △30 

為替換算調整勘定 △72 137 

退職給付に係る調整額 5 △17 

その他の包括利益合計 △65 89 

四半期包括利益 731 1,070 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 723 1,052 

非支配株主に係る四半期包括利益 8 17 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,161 1,435 

減価償却費 309 366 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △89 △112 

賞与引当金の増減額（△は減少） 10 △238 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △2 

受取利息及び受取配当金 △21 △31 

為替差損益（△は益） 8 △49 

有形固定資産除売却損益（△は益） 1 9 

投資有価証券売却損益（△は益） － △64 

売上債権の増減額（△は増加） △281 △176 

たな卸資産の増減額（△は増加） △613 △618 

仕入債務の増減額（△は減少） 847 821 

未払金の増減額（△は減少） 43 △43 

未払費用の増減額（△は減少） 503 759 

その他 △259 74 

小計 1,618 2,131 

利息及び配当金の受取額 21 31 

法人税等の支払額 △540 △646 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,098 1,516 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △189 △1,091 

有形固定資産の売却による収入 6 0 

無形固定資産の取得による支出 △217 △97 

投資有価証券の売却による収入 － 79 

投資活動によるキャッシュ・フロー △400 △1,108 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △389 △555 

非支配株主への配当金の支払額 △12 △17 

財務活動によるキャッシュ・フロー △401 △573 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △47 127 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 249 △37 

現金及び現金同等物の期首残高 10,533 11,474 

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,783 11,436 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円） 

 
センシング 
コントロール 

プロセッシング 
機器 

Ｅｃｏ・ 
カスタム 

合計 

売上高        

外部顧客への売上高 6,868 2,314 1,560 10,743 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 6,868 2,314 1,560 10,743 

セグメント利益 1,398 195 2 1,596 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 1,596  

全社費用（注１） △449  

調整額（注２） 5  

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 1,152  

（注１）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（注２）調整額は、主に報告セグメントが負担する一般管理費の配賦差異であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円） 

 
センシング 
コントロール 

プロセッシング 
機器 

Ｅｃｏ・ 
カスタム 

合計 

売上高        

外部顧客への売上高 7,274 2,391 1,826 11,492 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 7,274 2,391 1,826 11,492 

セグメント利益 1,540 173 23 1,737 

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 1,737  

全社費用（注１） △421  

調整額（注２） △12  

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 1,303  

（注１）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（注２）調整額は、主に報告セグメントが負担する一般管理費の配賦差異であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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